

























作品におけるジャン・コクトオらの多大な影響については、ほとんど言及がない。そこで本論文では、 「ルウベンスの偽画」 （昭和二）の時点で、コクトオ「グラン・テカアル」の影響下に、 「本格的小説」の実現が意図されていたこと、その意図が「不器用な天使」 （昭和四）を経て、 「聖家族」 （昭和五）にて実現されていく過程を明らかにする。
 
これらの作品が書かれた時期は、堀辰雄にとって作家としての出発期であった。海外文













































    
「ルウベンスの偽画」 （初出昭二。完稿昭五）には、対象の本質を見抜くコクトオのごと






ックスを迎える小説と見ている。これが、堀にとっての「ロマン」の定義であり、その実現は堀の生涯をかけた目標と った。 「ルウベンスの偽画」 （初出昭二。完稿昭五）は、前半部では複数人物の心理を描き分け とともに 心理が互いに影響し変化するさまをも描いている。さらに後半部では、明らかに「グラン・テカアル」に倣った表現が見出せる。このことから、 「ルウベンスの偽画」は「グラン・テカアル」のような「ロマン」を意図して書かれた作品であり、堀の「ロマン」実現への第一歩であったと見ることができる。
 
堀辰雄は、当初コクトオ作品の華やかさに魅かれたと見られるが、次第にその伝統性に










く読まれたことで コクトオは詩人 いうより、 『怖るべき子供たち』の作家という認識が定着する
 
コクトオを論じた堀辰雄のエッセイ「石鹸玉の詩人」 （大十五）には、 「職業 秘密」
明ら な影響 見出せる。さらに、 「風景」 （大十五） 「蝶」 （昭二）といった作品にて、対象の意外な魅力を見出す行為が行なわ
 





















   
 
映画では難しい、小説ならではの表現対象を追求する中で、堀は夢や無意識への関心を
深めていく。実際、昭和四～五年のエッセイでは、夢のメカニズムに基づく発想や主張が多く見られる。実作においても、 「鼠」 「音楽のなかで」 （共に昭五）にて、夢のメカニズムの活用が試みられている。こうした 夢や無意識への関心は、後の堀作品 おいても持続していくもので、 「眠りながら」はその先駆として重要な意義を持つ。
 
昭和四～五年はプロレタリア文学の全盛期であった。だが、 「左翼」であるはずの彼等の
作品は、文学の進歩を阻む「右翼」としか呼べ いものばかりであった。これに危機感を覚えた堀辰雄は、文学の前進を目指す「文学上の左翼」と て 姿勢を打ち出す。当時は、夢を描写の対象とする超現実主義の移入期 もあった。しかし、堀はコクトオ作品を受容することで、夢と現実のあわい、両者が混淆した中でこそ対象の本質を捉えることができる、との考えに至っていた。そのため、超現実主義に対しては懐疑的な発言が目立つ
 
「眠つてゐる男」 （ 四）は、夢と現実のあわいにある主人公が、夜という見慣れた対象
の意外な顔を見るま が描かれる 夢を現実とは切り離 扱う超現実主義と 異なり、夢を現実と地続きで捉 る堀の発想が確認できる。同時に、 「目ざめた」プロレタリア文学者とは異なる作品 書く いう、挑戦的な意図が題名に込められ る プロレタリア文学、及びこれと接近する姿勢を見せていた超現実主義とも一線を画し 文学 進歩を目指す「文学上の左翼」たらんとする堀の姿が、本作から浮かび上 る。
 













































































    
コクトオは夢を用いた詩を多く残しているが、詩人は常に死の傍らにある者と定義して
いる。したがって、夢を用いて詩を得ることは、死への限りない接近を意味する。 「ジゴンと僕」 「手のつけられない子供」 「羽ばたき」を書いた時期の堀は、肋膜炎によ 死に瀕していた。そのためか、堀はコクトオとは異なる形で夢を扱うプルウストへの傾倒を深めていく。ただし、堀はプルウスト作品においても、夢のメカニズムを思わせる 対象の意外な本質を見出す行為に着目している。コクトオ受容は、プルウストを読む際の方向性 決定付けている。
 
「贋金つくり」は、一人の人間の内部に、矛盾する感情や性格が共存し、それが容易に
変化するさまを描いている。堀辰雄は、周囲の影響で変化する心理を、複数の人物において捉える「本格的小説」を意図していた。 「贋金つくり への堀の着目 、こうした背景によると考えられる。さらに、映画でも描ける要素は小説から取り除くべきだ という「贋金つくり」の主張もまた、 「不器用な天使」に反映している。
 
「不器用な天使」では、ストーリーや人物 特徴といった 映画でも描ける要素は具体
的に描かれない。その代わりに 映画では難しい、複雑に変化す 作中人物 心理を表現することに力が入れられてい この心理の描写にお て、視覚に訴える、映画を思わせる手法が用いら る。 小説ならではの存在意義を、 映画の手法をも取り入れつつ示すこと。さらに、 「ルウベンスの偽画」では不十分であった 変化する作中人物 心理を描く「本格的小説」を、小規模ながら実現すること。 「不器用な天使」は、こうした堀の野心的な試みとして成立した作品 言える。
 
コクトオ「職業の秘密」は、詩人は常に死の傍らにあること、見慣れた対象の意外な魅




眼が置かれている。これ コクトオ「グラン・テカアル」のみならず、ジイド「贋金つく 」 影響があってのことと考えられる。
 
「眠れる人」 （昭四）では、主人公が自己に潜む死を自覚することで、見慣れた対象の魅
力を見出すさまが描かれる。こうした主人公のあり方は、本作以降自作で死を積極的 描いていく作者堀辰雄の姿と重なる。堀は、一度は遠ざけ 死を自己の描 べきテーマ 見 付く
、死の使いである彼等を真似ることで死を迎える。
 





























































































マンへの志向、死との向き合い方を学ぶ。だがこれらはいずれも 初期作品にその萌芽が見られるものであった。すなわち、コクトオらを受容すること 成っ 初期作品は、後年の海外作家受容にも影響を与えていることになる。よって、海外文学と堀辰雄 の関連については、まだまだ検討の余地を多く残してい と言わねばならない。
 
